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1．問題意識

　本報告 の 目的は、医療系専門学校における退学

者の 特hkを捉え、退学予防につ い て 考察する こ と

である。

　高等教育機関に所属す る学生 の 退学問題 は、比

較的新 しい テ
ーマ で ある。文部科学省にお い て も

高等教育機関の 「中途退学者」 の実態は詳細に把

握 されて お らず、課題 として も未着手 の テ
ー

マ に

なっ て い る。実際、高等教育機関にお ける退学研

究は非常に少なく、先行研究がほ とん ど見 られ な

い とい うの が現状で ある。

　本報告では、福岡県内の ある医療系専門学校で

の 調査を通 して 、退学に至 る要因とそ の 特牲 、さ

らに退学の予防策につ い て考察してみたい 。

2．先行研究と本報告の 意義

　専門学校に関する退学研究は ほ とん ど存在し

ない
。 そ もそも専門学校に 関する研究が少 な い 上

に 、 高等教育機関にお ける退学研究も始ま っ たば

か りとい う現状だか らで ある。以下で は、先行研

究 の 概要と本報告の 意義に つ い て述べ る。

2−1 専門学校に関する研究

　専門学校とは 、「専門課程 」 を置 く専修学校が

称す るこ との で きる名称 で ある。
工業、商業、医

療な ど目的に応 じて 8分野に 区分されて お り、そ

の 中で も、医療分野の 在籍者 は平成 25年度で約

33％と 8 分野 の なか で も最も高い 割合になっ て い

る。

　平成 25 年度における高等学校卒業者の 大学進

学率は 47．　4％で あっ た。
一方で 、専門学校進学率

は 17％と4年連続で 上昇して い るにもかかわらず、

専門学校に関す る研究は少 なく、どの ような学生

が専門学校へ 進学するの か とい う点につ い て触れ

た研究が幾つ か存在するの みである。

2−2 高等教育機関における退学研究

　高等教育機関における退学研究は、平成 22年

頃か ら、大学を中心に行われ る よ うになっ て きて

い る。そこ で は大学生が退学する理由を、高校 と

大学の接続問題 として 捉えてお り（濱名 2013）、準

備不足 の まま大学に入学して くる学生 の 増加 が指

摘されて い る。また、退学の 要 因を分類 した山本

（2012）は 、多くの 場合主要因はあるもの の 「複

合的」 で あるともしてい る。 山本は、さらに 退学

する大学生 の課題 を 「低学力問題」 や 「低モ チベ

ーシ ョ ン問題 」 として捉え （山本 2012）、そ の 対

策 として 組織的改革が不可欠と主張し て い る 。

　 し か し、大学における退学が問題視 されるよ う

になっ た
一

方 で 、専門学校につ い て は、ほ とん ど

言及 されず、研究の 蓄積も少ない の が現状で ある 。

　以上 の よ うに、専門学校 へ の進学者数が増加 し

つ つ あ る に もかかわ らず、ほとん ど研究の蓄積が

存在して い ない 。高等教育機関にお ける退学問題

が注目を集める昨今、大学のみな らず専門学校に

お ける退学問題の解明も喫緊の 課題である。本報

告の 意義は 、こ うした ほとん ど未着手の領域に先

鞭を付けるとい う点にあると言えるだろ う。

3調査対象と方法

3−1 調査対象校の概要と対象者

　本報告で対象 とした の は、福岡県内 の ある医療

系専門学校 （以下、対象校）で ある 。 対象校は平

成 12年度開校以来、これま で 1500 名以上 の卒業

生を全国に輩出して きた 。

　入学試験は推薦入試や一般入試などがあり、平

成 21年度か らAO 入試が導入 され て い る。学生 の

偏差値 レ ベ ル は平成 23年〜24年度入学生 で 50前

後 （高校受験高校偏差値皆報）で ある。また、男

女比は年度によっ て多少 の偏 りが あるが、それ ほ

ど大きな差ではない。入学者の 学歴 は 、 約 80％が

高卒で、残 りの 約 20％は大卒や社会人経験者であ

る 。

　対象校の カ リキ ュ ラム は前期 ・後期の 2学期制

で、卒業まで約 130単位 の 修得が必修となっ て い

る 。 学費は 入学時か ら卒業時まで約 500万程度必
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要で 、約 6 割の 学生 が有利子奨学金 の貸与 を受け

て い る，また 、クラス は 40名定員で、各クラス に

は 1名の教師が持ち上 が りで 担当する 「担任制」

を とっ て い る 。

　対象校を選択 した理 由は 、 報告者が対象校に教

員と して在籍してお り、対象校の 事情に明るい こ

と、 退学者に接触 しやすい こ と、 対象校 の 教育改

善とい う実践的意義がある こ と等が理 由である 。

　なお 、 対象校では入 学後 1 年以内に休学や退学

（以下、早期退学）する学生が多く、学校全体で

取 り組む べ き課題 になっ て い る 。 平成 23年度新入

学生では約 13％、平成 24年度新入学生でも約 14％

の 学生が何 らか の 理由で 早期退学 して い る。

　本報告では、主な調査対象を、平成 25年度入

学の 新入生 200名 （男性 95名、女性 105名、平均

年齢は 19．5± 3．6歳） とする。ただし、早期退学

者の その 後を知るために、別途、過去に対象校を

早期退学 した者に対するイン タビュ
ー調査 も行 っ

て い る。

3−2 調査 方法

　具体的な調査 は主 に次の 2 つ で あ る。第
一

は、

主 な調査対象で ある平成 25年度入学生 を対象と

した 、 質問紙調査で ある 。 質問紙は 、 入学直後の

平成 25年 4 月に筆者が配 布した。また、対象校で

実施 され て い る国語 や数学の 学力調査の 結果な ど

も、 随時分析に取 り入れて い る 。

　また、過去に対象校を早期退学した者にア クセ

ス し、本研究の 主旨を説明 した うえで 同意を得ら

れた 9名の学生に対 しイン タビ ュ
ーを実施 した。

4．結果お よび考察

　平成 25年度入学生 の うち、平成 26 年 3 月末時

点で 、早期退学に至 っ た学生 は 29 名 （退学者 24

名 、 休学者 5 名）で ある 。
こ の 29 名 の 早期退学者

を退学群 と し、それ以外 の 学生 171 名を進学群 と

した。両群間の 差につ い て、質問紙調査の結果を

もとに分析を行 っ た。その結果、両群間で大きく

異な る点 は 基礎学力試 験の結果で あっ た （表 1）。
　 　 　 　 　 　 　 　 表 1 基学 力試 験

進学群 退学群

国語 （40点） 21．9 18．5 ＊＊

英語 （30点） 15．1 12，9 ＊

数学 （30点） 17．4 16．1 n．s
合計 （100点） 55．0 48．2 ＊

＊ く0．05 ＊ ＊〈0．Ol

表 1 を見る と、国語が 3．4 点、英語 で 2．2 点の 差

がみ られる。 こ の差は、統計的に も有意で あ り、

入学時の 基礎学力が早期退学す るか否かを分ける

重要 な要素 の
一

つ と考える こ とが で きるだろ う。

　残念なが ら、 平成 25 年度の 新入 生を対象とし

た質問紙調査では、入学時の 学力以外の 要素につ

い て 、 早期退学者とそれ 以外の 学生の あい だに大

きな違 い は見 られなか っ た 。

　一方で、対象校を早期退学 した者 へ の イ ン タ ビ

ュ
ー調査では、幾つ か気になる こ とが分か っ て い

る。
1 つ 目は 、 平成 25年度 の 新入生を対象に した

質問紙調査か ら明らか になっ たよ うに、入学時の

基礎学力が早期退学に至 る要因で あるこ とは間違

い ない。しか し、イ ン タ ビ ュ
ーの なかで、「そ もそ

も現場を見た こ ともなくて 、自分がそんな仕事が

で きるの か漠然 と不安があっ た。」「担任にもっ と、

密 に声を掛けて欲 しか っ た。もっ と相談し た い こ

とがあっ た。」などの語 りが聞かれ、退学に至 るま

で の きっ かけや理 由は様 々 で 、決 して 基礎学力要

因だけで解釈で きるもの で はなか っ た。学生 を支

援する立場の意識 として、質問紙調査 で は捉える

こ との で きな い 、早期退学した学生 の 語 りに も十

分 目を向けるこ とも必要か もしれない
。 そ の 要因

を詳細に分析し 、 早期退学を予防するための 取 り

組み を組織的に構築してい く必要 があるだろ う。

　2 つ 目は 、 早期退学し た後の 雇用環境が 非常に

厳 しい とい うこ とである。早期退学者は、対象校

とは別の 専門学校に新たに通 う等、さらなる投資

をしない 限り正規雇用に辿 り着くこ とは難 しい よ

うで あっ た。こ の 点は、早期退学の リス クをあら

ため て 示 して い る。

　以上の よ うに、本報告で は、医療系専門学校に

おける早期退学者の 特 性と、そ の 対策につ い て議

論す る 。 高等教育機関における退学研究の 蓄積が、

今後 も必要で ある。
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